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 本稿では、環境絵本の制作過程とその内容の分析を通じて、幼児期の環境教育を切り拓く
環境絵本の意義に⾔及している。 
その⼀つ⽬は、幼児対象の環境教育の教材として環境絵本は有益で、ますはその契機とな

る可能性か⼤きいという点であると述べられている。環境絵本は家庭教育においても就学
前教育機関においても，環境絵本は有効に活⽤できる。つまり、環境絵本は直接的な幼児期
における家庭での環境教育の契機となると述べられている。 
⼆つ⽬の意義は、既存型の環境教育を再評価できるという点であると述べられている。環

境絵本の魅⼒として、幼児期や家庭での環境教育に⽬を向けるだけではなく、わざわざ環境
絵本を持ちださなくても普通の暮らしのうちに環境教育が存在することを思い出すきっか
けとなる点がある。 
三つ⽬は、「学校環境知識」以外にも「⾃然知識」があるということを気づかせてくれる点

であると述べられている。「⾃然知識」が受け渡される家庭での環境教育は重要であり、そ
の教材として環境絵本は⾮常に重要な位置を占める。家庭教育のなかで親⼦によって交わ
される⾃然と環境に関する学びと教えだけではなく、地域社会にもそうしたものがある。 
以上のことから、環境絵本には、親⼦での環境に関するコミュニケーションの契機となる

点、既存型環境教育の再評価につながる点、知の受け渡しの再考契機になる点で⼤きな意義
があると述べられている。 
 
 
 


